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安田女子大学（広島市安佐南区）理工学部情報科学科は、企業・地域と連携し、学生が実社会の課

題に情報技術を活用して取り組む「情報科学科社会連携プロジェクト（HINA Lab）」を始動します。

「情報科学＝プログラミング」というイメージにとどまらず、自分の興味や得意分野と情報技術を掛

け合わせることで新しい価値を生み出すことが本プロジェクトの特徴です。学生は以下の 4 つのテー

マに分かれて活動しています。 

 

① スポーツ×情報発信 ― サンフレッチェ広島 

 J リーグ公式戦の現場を舞台に、取材、映像編集、SNS 発信、マーケティングなど 

② 美容×データ分析 ― 株式会社アイテック 

 ハンドクリームを題材にデータ分析し、企業へ商品改善の提案 

③ 地域課題×AI アプリ開発 ― 株式会社イーグリッド 

 学生自身が地域課題を発見し、解決策を考えながらＡＩアプリ開発 

④ 映像×生成 AI ― 株式会社ケー・エス・イー、ソニーデザインコンサルティング株式会社 

   プロジェクションマッピングの実践や動画生成 AI を活用したキャンパス紹介動画の制作など 

 

情報科学科では、プログラミングや AI、データサイエンス、映像などの情報技術を学ぶだけでなく、

それらを実社会の課題解決や価値創造につなげる実践的な学びを重視しています。今回の社会連携プ

ロジェクトでは、学生自身が企業とコミュニケーションを取りながら課題を発見し、情報技術を使っ

て解決策を考え、最終的には成果物や企画として社会に提案することを目指します。 

これから始まる実践的な学びに向けた活動と情報科学科の新しい教育の姿にご注目ください。 

 

▶ キックオフ活動概要   

日時：2026 年 9 月 29 日（火）16:20～17:50 

会場：安田女子大学 ２号館 ４階 各研究室 

対象：安田女子大学 理工学部情報科学科 学生 

内容：・社会連携プロジェクトの概要説明 

・②～③チームプロジェクト別活動 

・情報分野に興味を持つ、高校生も参加予定 など 

   

 

 

 

 

理工学部情報科学科が社会連携プロジェクトを始動 

9月 29日「キックオフ活動」を開催 

企業と連携し、『好き』を情報技術で社会の力に 



 

 

▶  取材ポイント  

 ・学生へのプロジェクト課題の説明 

・学生が実際に課題について意見を出す様子 

・「美容×データ」「AI アプリ」「生成 AI×映像」という異なるテーマに取り組む学生 

・今後の成果につながる学生の活動開始 

 

▶  高校生への機会提供  

 本プロジェクトでは、大学生だけでなく、高校生にも社会連携活動を体験してもらう機会を設けま

す。情報科学科では、「HINA Lab（大学生）×＠COT（高校生）×企業」をキーワードに、大学生と高

校生、企業が一緒になって地域課題に取り組む活動へと発展させていきます。情報技術をより身近に

感じてもらうとともに、女子高校生の理工系分野への関心を高める機会にもつなげます。 

 

 

 

【本件に関する取材の申込み・お問合わせ先】 

 取材をご希望の方は、9 月 28 日（月）15 時までに、企画部（担当：島・隼田）まで 

お申し込みいただきますようお願いします。 

TEL ：082-878-9980  FAX ：082-878-8408 

E-mail ：kikaku.box@yasuda-u.ac.jp  HP ：https://www.yasuda-u.ac.jp/ 


